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2015 年度に育成を完了した．その後， 2016 年 4 月
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2005 年夏に最初の単交配を行い，翌 2006 年夏に
三系交配を行った．2007 年に普通期移植栽培によ
り雑種第 1 代（F1 世代），2008 年に国際農林水産業
研究センター熱帯・島嶼研究拠点においてF2，F3
世代を養成した．2009 年，F4 世代で個体選抜を行





た．これらの系統のうち 1 系統に「収 8818」の系
統番号を付して，2011 年以降，生産力検定試験お
よび食味官能試験等各種特性検定試験に供試した．
2013 年F8 世代から「北陸 255 号」の系統名で関係
各県に配付し，奨励品種決定調査および特性検定試
験に供試してきた．2016 年 4 月に品種登録出願し，




























「つきあかり」は，標肥区で 109，多肥区で 108 で
ある．千粒重は，「あきたこまち」より 2gほど重い．












  1) いもち病抵抗性
「つきあかり」のいもち病真性抵抗性遺伝子型は
































出 成 登 稈 穂 穂 倒
穂 熟 熟 伏
期 期 日 程
数 長 長 数 度
(月.日) (月.日) (日) (㎝) (㎝) (本/㎡) (0～5)
つきあかり 7.27 9.01 36 77 20.0 310 0.8
あきたこまち 7.26 8.31 36 87 18.5 399 1.0
ひとめぼれ 7.29 9.05 38 85 19.0 456 1.9
コシヒカリ 8.04 9.14 41 95 19.1 403 4.3
つきあかり 7.27 9.06 41 79 20.7 367 1.8
あきたこまち 7.26 9.03 39 91 19.4 418 3.2
ひとめぼれ 7.30 9.11 43 93 20.1 510 4.2
コシヒカリ 8.05 9.16 42 103 19.4 448 4.8
 注) 1.標肥は2011～2015年の平均値，多肥は2013～2015年の平均値．
     2.倒伏程度は0(無)～5(甚)の6段階，脱粒性は2(極難)～8(極易)の9段階評価．
     3.施肥（N,kg/a）は標肥：基肥0.4，穂肥0.2，多肥：基肥0.6，穂肥0.3 ．











つきあかり 7.27 1.8 やや強
あきたこまち 7.26 3.2 (やや弱)
ひとめぼれ 7.30 4.2 (やや弱)



















移植時 稈 芒 ふ先色 穎色 粒着 脱粒 粳糯
苗丈 葉色 葉身形状 細太 剛柔 多少 長短 分布 密度 難易 の別
つきあかり やや長 中 中 立 やや太 やや剛 稀 短 先端のみ 白 黄白 やや密 難 粳
あきたこまち やや短 中 やや立 やや立 中 中 稀 短 先端のみ 白 黄白 中 難 粳
ひとめぼれ 中 中 中 中 中 中 少 短 上1/4のみ 白 黄白 やや疎 難 粳







表 5　「つきあかり」の湛水直播栽培試験成績 ( 育成地 )
表 4　「つきあかり」と比較品種の収量 ( 育成地 )
全重 精玄米重 同左 屑米重 玄米 玄米/
比率 歩合 千粒重 わら比率
(㎏/a) (㎏/a) (%) (%) (g) (%)
つきあかり 146.6 64.6 109 2.3 23.9 78.2
あきたこまち 146.1 59.1 100 3.1 21.5 68.2
ひとめぼれ 150.9 60.7 103 3.4 22.1 68.0
コシヒカリ 161.6 62.5 106 4.5 22.6 64.8
つきあかり 155.3 68.4 108 3.1 23.7 79.6
あきたこまち 154.0 63.1 100 4.4 21.5 72.0
ひとめぼれ 147.3 56.9 90 6.7 22.0 67.1
コシヒカリ 156.8 57.3 91 7.5 21.9 62.4
 注) 1.標肥は2011～2015年の平均値，多肥は2013～2015年の平均値．
     2.篩目は1.8mmで選別した．
     3.施肥（N,kg/a）は標肥：基肥0.4，穂肥0.2，多肥：基肥0.6，穂肥0.3 ．























(月.日) (月.日) (日) (㎝) (㎝) (本/㎡) (0～5) (%) (㎏/a) (%) (g)
つきあかり 2013 7.31 9.06 37 75 18.1 664 4.5 70.0 72.4 104 23.8 5.5
2014 8.07 9.17 41 75 20.2 278 0.0 28.8 59.5 95 24.0 4.0
2015 7.30 9.09 41 66 21.3 412 2.5 32.5 75.2 113 22.3 6.0
平均 8.02 9.10 40 72 19.9 451 2.3 43.8 69.0 104 23.4 5.2
ハナエチゼン 2013 7.30 9.06 38 82 19.2 535 2.0 22.5 69.6 100 22.5 6.0
2014 8.03 9.12 40 67 17.8 446 0.0 30.0 62.8 100 22.2 5.0
2015 7.28 9.05 39 72 18.3 580 4.0 28.8 66.4 100 20.5 6.0
平均 7.30 9.07 39 74 18.4 520 2.0 27.1 66.3 100 21.7 5.7
注）催芽籾を無コーティングで5月中旬に散播した．播種量は0.4kg/a，施肥（N,kg/a）は基肥0.4，穂肥0.15．
品種名
系統名 007 033.1 035.1 037.1
つきあかり R R S S Pii,Pik
新2号 S S R S +
愛知旭 S S S S Pia
石狩白毛 S R S S Pii
関東51号 R S S S Pik
ツユアケ R S R S Pik-m
フクニシキ R R R R Piz
ヤシロモチ R R R R Pita
PiNo.4 R R R R Pita-2
とりで１号 R R R R Piz-t
BL1 R R R R Pib
K59 R R R R Pit









つきあかり Pii,Pik 4.5 中
ヒメノモチ Pik 2.3 強
マンゲツモチ Pik 4.6 中










真性抵抗性 出穂期 発病 出穂期 発病
遺伝子型 (月.日) 程度 (月.日) 程度
つきあかり Pii,Pik 8.12 5.5 中 8.11 5.3 やや強 中
奥羽321号 Pik 8.15 2.6 強 強
サカキモチ Pik 8.11 5.2 やや強 やや強
び系91号 Pik 8.19 5.3 中 中
関東51号 Pik 8.13 7.8 中 中
でわのもち Pik 8.16 6.3 やや弱 やや弱
ツキミモチ Pik 8.12 9.0 やや弱 やや弱











つきあかり 7.22 4.4 やや弱
中新120号 7.27 2.8 強
フジミノリ 7.19 4.0 中
トヨニシキ 7.27 5.2 やや弱
ヒメノモチ 7.18 6.0 弱






表 10 　「つきあかり」の縞葉枯病抵抗性 表 11 　「つきあかり」の穂発芽性
系統名 出穂期 判定
品種名 (月.日) 7月14日 出穂期
つきあかり 7.21 0.0 1.4 罹病性
日本晴 8.08 0.0 4.3 罹病性
あさひの夢 8.12 0.0 0.0 抵抗性



















つきあかり 8.05 49.5 やや強
トドロキワセ 8.03 38.4 強
ひとめぼれ 8.07 33.7 強
あきたこまち 8.02 62.9 中
アキヒカリ 7.31 76.3 やや弱






出穂日 登熟気温 白未熟粒 出穂日 登熟気温 白未熟粒 総合判定
(月.日) (℃) (%) (月.日) (℃) (%)
つきあかり 7.28 27.3 12.7 やや強 7.25 27.8 32.6 やや強 やや強
ふさおとめ 7.22 27.0 8.2 強 強
あきたこまち 7.26 27.3 20.1 中 7.25 27.8 47.6 やや弱 中
ひとめぼれ 7.30 27.2 12.8 やや強 7.29 28.6 42.3 中 中
ハナエチゼン 7.25 27.3 12.6 やや強 やや強
初星 7.26 28.1 49.8 弱 やや弱









表 14　「つきあかり」の粒形および粒大 ( 育成地 )
表 15　「つきあかり」玄米の粒厚分布 ( 育成地 ,2015 年産米）













粒形 籾長 籾幅 千粒重
つきあかり 5.00 2.86 2.09 1.75 14.31 長円型 7.34 3.46 26.8
あきたこまち 4.86 2.78 2.06 1.75 13.48 長円型 7.13 3.32 25.1





2.2以上 ～2.1 ～2.0 ～1.9 ～1.8 ～1.7 ～1.6 1.6以下
つきあかり 6.7 40.7 36.2 11.3 4.3 0.6 0.1 0.2 83.6 99.2
あきたこまち 0.9 13.4 50.9 24.9 8.7 0.9 0.1 0.1 65.2 98.8







施肥 品質 腹白 心白 乳白 背基白 光沢 色沢
水準 (0～9) (0～9) (0～9) (0～9) (0～9) (3～7) (3～7)
つきあかり 5.0 2.0 1.2 1.1 2.1 4.7 4.9
あきたこまち 4.9 0.2 1.0 1.1 3.4 5.1 5.0
ひとめぼれ 5.3 0.8 1.6 1.8 2.5 5.2 5.0
コシヒカリ 6.1 0.8 1.8 2.2 3.5 4.9 4.9
つきあかり 5.7 2.7 1.5 2.0 0.5 5.2 5.5
あきたこまち 5.0 1.3 1.3 1.7 1.2 5.2 5.2
ひとめぼれ 5.5 1.0 2.0 2.7 1.3 5.2 5.0
コシヒカリ 5.8 1.5 1.3 2.8 1.3 5.0 5.0
 注) 1.標肥は2011～2015年の平均値，多肥は2013～2015年の平均値．
        2.玄米品質は1(上上)～9(下下)，腹白，心白，乳白，背基白は0(無)～9(甚)の10段階で示した．
        3.玄米の光沢は3(小)～7(大)，玄米の色沢は3(淡)～7(濃)の5段階で示した．
        4.施肥（N,kg/a）は標肥：基肥0.4，穂肥0.2，多肥：基肥0.6，穂肥0.3 ．





表 18　「つきあかり」の食味官能試験結果 ( 育成地 )
表 19　 「つきあかり」の冷飯の食味官能試験結果 ( 育成地 )
表 17　「つきあかり」の搗精試験成績 ( 育成地 2015 年産米 )
玄米水分
(%) 100 120 140 160 180
搗精歩合(%) 90.9 90.3 90.0 89.4 88.8
白度 38.2 41.0 41.2 41.6 42.8
胚芽残存率(%) 23.5 16.5 12.0 7.0 6.0
砕粒歩合(%) 4.5 4.2 4.6 4.6 5.0
搗精歩合(%) 90.0 91.0 88.5 87.9 88.2
白度 38.5 39.4 40.5 41.3 41.8
胚芽残存率(%) 23.0 19.0 16.5 17.0 16.5













総合評価 外観 香り うま味 なめらかさ 粘り 硬さ
(-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-3～+3) (-3～+3)
つきあかり 1.12 ** 1.12 *** 0.46 0.82 ** 0.83 1.06 -0.28 *
あきたこまち 0.55 ** 0.50 * 0.36 0.55 0.44 *** 0.51 *** -0.14 ***






総合評価 外観 香り うま味 なめらかさ 粘り 硬さ
(-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-3～+3) (-3～+3)
つきあかり 1.64 1.23 0.64 1.09 1.41 1.36 -0.59





表 20　多肥栽培「つきあかり」の食味官能試験結果 ( 育成地 )
総合評価 外観 香り うま味 なめらかさ 粘り 硬さ
(-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-5～+5) (-3～+3) (-3～+3)
つきあかり(多肥) 1.29 1.17 0.54 1.13 1.17 1.21 -0.50
あきたこまち(多肥) 0.92 * 0.92 0.63 0.79 0.96 1.08 -0.71





























































育成地 2013 ～2015 年の 3 年間で，東北から九州，




























表 22　「つきあかり」の炊飯直後と 4 時間保温後の食味官能評価（日本穀物検定協会 2014 年度）
表 23　「つきあかり」白米のアミロース含有率 表 24　「つきあかり」玄米のタンパク質含有率
表 25　「つきあかり」の調理適性評価（( 株 ) アイホー炊飯総合研究所，2015 年）
基準米
基肥 中間追肥 穂肥 （コシヒカリ） 評価値 信頼区間 有意差
2012 普通期 0.40 0.00 0.20 育成地産 0.500 ±0.226 ＋ 0.650 0.150 0.500 0.200 0.150
2014 普通期 0.55 0.00 0.20 穀検 0.550 ±0.272 ＋ 0.350 0.000 0.500 0.400 -0.450
2016 早期 0.00 0.20 0.10 穀検 0.500 ±0.301 ＋ 0.200 0.100 0.400 0.500 0.200
2016 普通期 0.50 0.00 0.00 穀検 0.700 ±0.301 ＋ 0.400 0.100 0.700 0.650 -0.600
2016 普通期 0.40 0.10 0.20 穀検 0.500 ±0.301 ＋ 0.400 0.050 0.450 0.450 0.000









炊飯直後 つきあかり 0.550 ±0.375 ＋ 0.750 0.050 0.600 0.500 0.100
コシヒカリ 0.150 ±0.375 0.050 0.050 0.300 0.200 -0.250
4時間保温後 つきあかり 0.650 ±0.270 ＋ 0.700 0.200 0.400 0.350 0.150









つきあかり 17.0 16.2 16.6
あきたこまち 17.6 16.4 17.0
ひとめぼれ 19.2 17.4 18.3







つきあかり 6.2 6.5 6.4
あきたこまち 6.1 6.7 6.4
ひとめぼれ 5.7 6.5 6.1





白米評価 調理方法 温かい米飯 冷や飯 総合評価
白飯 A A A
炊き込み 特A A A
酢飯 特A 特A A
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の上越市および妙高市では，2 市合計で 2017 年は






















れた品種である．2013 年から「北陸 255 号」の系
統名で関係各県に配付し，奨励品種決定基本調査お
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よび特性検定試験に供試してきた．2016 年 4 月に




























































農研機構（2006）北陸 208 号 .（オンライン），入






















「コシヒカリ関東HD1 号」の育成. 作物研報 9, 
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A New Rice Cultivar, ‘Tsukiakari’,  
with Early Maturity and Excellent Palatability
Hideki Sasahara3*, Akitoshi Goto2*, Akiko Shigemune3*, Ichiro Nagaoka1*, Kei Matsushita1*,  
Hideo Maeda1*, Masayuki Yamaguchi2* and Kiyoyuki Miura4*
Summary
A new rice cultivar, ‘Tsukiakari’, has been developed 
at the Hokuriku Research Station, Central Region 
Agricultural Research Center, NARO. The grains of this 
cultivar are non-glutinous and have excellent palatability. 
‘Tsukiakari’ was bred from the progeny of a three-way 
cross of “Kabashiko/Hokuriku 200//Hokuriku 208” in 
2005~2006. A promising line was selected and named 
Hokuriku 255 at the F8 generation in 2013. Hokuriku 
255 was submitted to various locations for evaluation 
of local adaptability, and in 2016 it was named 
‘Tsukiakari’. The agronomic characters of ‘Tsukiakari’ 
are as follows. The heading date and the ripening date 
is 2 weeks earlier than those of ‘Koshihikari’ and 
almost same those of ‘Akitakomachi’. Compared with 
‘Akitakomachi’, the culm length is about 10cm shorter, 
the panicle is slightly longer, and there are fewer 
panicles. The plant type is classified as partial panicle 
weight type. The yield of ‘Tsukiakari’ is higher than that 
of ‘Akitakomachi’. The 1000-grain weight is 2g more 
than that of ‘Akitakomachi’. Grain appearance is equal 
or inferior to that of ‘Akitakomachi’, due to white belly 
rice. ‘Tsukiakari’ is estimated to possess the true blast 
resistance gene Pii and Pik. Field resistance to leaf blast 
and panicle blast is classified as medium. The cooked 
appearance and eating quality of ‘Tsukiakari’ rice is 
equal or superior to that of excellent standard as those of 
‘Koshihikari’. ‘Tsukiakari’ can be grown from Middle-
Tohoku area to Kyushu area.
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